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①，発展性がある ②，経営が不安定である ③，先端産業である ④，女性が働き易い ⑤， 






















































































1弓2と！： 科 サンプル数 構成比例） 出身地域 サンプル数
服飾美術科 360 29.8 札幌市地域 559 
工芸美術科 118 9.8 
保健体育科 365 30.2 
初等教育学科 156 12.9 上記以外の地域 648 
経営情報学科 209 17.3 fコ' 計 1,207 









































労働条件が悪い」 35.4%，「＠知名度が低いJ32. 5%となっている。つま り， マイナスイメー
ジの項目がウエイ トの高い方から上位4位を占めている。

















（表3) 出身地域別の「中小企業のイ メー ジj
① ② ③ ④ ⑤ ＠ ⑦ ③ ⑨ ⑬ 
項目
性発展 経営 先端産 性女
若 働きf性固 給料 度知名 働件労条 庭家的し、
辺仁、3三ロ＇t が カぎ 社員 がが カミカf
不女F疋pよ4「『ミ・
業 働き い生 ＇：／；.こ－ iJf であ で が がか し、 ｛丘 カf 親
る あ や 少 あさ し、 悪 し
で る す な るれ し、 み
あ u、 し、 る 易
地域 る し、
全体 1,208 169 742 27 126 148 252 519 392 428 271 
実 札幌市地域 559 79 327 15 59 67 119 247 182 194 121 
数 札幌市以外の地域 648 90 414 12 67 81 133 272 210 234 150 
不明 1 1 
ウ 全体 100.0 14.0 61.4 2.2 10.4 12.3 20.9 43.0 32.5 35.4 22.4 
I. 札幌市地域 100.0 14.1 58.5 2.7 10.6 12.0 21.3 44.2 32.6 34.7 21.6 イ
ト 札幌市以外の地域 100.0 13.9 63.9 1. 9 10.3 12.5 20.5 42.0 32.4 36.1 23.1 





















① ② ① ④ ⑤ ＠ ⑦ ③ ① ⑬ 
項目 発 ＊営E士又 先 女 若 働個 給料 長日 労 家
’展性 端産業
’性 し、 き↑生 度名 働条 庭的
合計
カす カミ 社 がが カ£
IJ{ 
不女疋
働 員 い生 ti: カぎ 件 で
あ で き カf がか し、 1民 カぎ 親
る あ や 少 あさ し、 ，豆じ互4、 し
で る す な るれ し、 み
あ u、 1，、 る 易
学科 る し、
合計 1,208 169 742 27 126 148 252 519 392 428 271 
実 服飾美術科 360 44 212 10 35 51 81 158 130 133 72 
工芸美術科 118 17 79 2 9 15 25 68 46 50 22 
保健体育科 365 39 228 5 36 44 68 160 122 139 98 
数 初等教育学科 156 31 107 3 14 17 40 55 48 44 31 
経営情報学科 209 38 116 7 32 21 38 78 46 62 48 
ウ
合計 100.0 14.0 61.4 2.2 10.4 12.3 20.9 43.0 32.5 35.4 22.4 
服飾美術科 100.0 12.2 58.9 2.8 9.7 14.2 22.5 43.9 36.1 36.9 20.0 
コ二
イ 工芸美術科 100.0 
14.4 66.9 1. 7 7.6 12.7 21.2 57.6 39.0 42.4 18.6 
ト
保健体育科 100.0 10.7 62 . 5 1.4 9.9 12.1 18.6 43.8 33.4 38.1 26.8 
（%） 
初等教育学科 100.。19.9 68.6 1.9 9.0 10.9 25.6 35.3 30.8 28.2 19.9 
経営情報学科 100.0 18.2 55.5 3.3 15.3 10.0 18.2 37.3 22.0 29.7 23.0 
（注）：回答は複数回答である。
ま と め
中小企業は異質多元的な存在である。その異質多元性は，近年ますます進んでいる。そのこ
とによって，中小企業のイメージも多様化してきている。
本論においては，平成5年度の本学の新入生が，中小企業に対してどのようなイメージを持っ
ているかについて，アンケー ト調査結果をもとに検討した。
全体としては， 「経営が不安定である」等の，消極的な評価のイメージの項目のウエイ卜が
大きくなっている。それは地域別にみても同じである。しかし，地域間の相対的な比較では「札
幌市地域Jが「札幌市以外の地域」よりも積極的な評価の項目のウエイトが大きいという特徴
113 
がみられた。
学科別にみると，いづれの学科も消極的な評価の項目のウエイトが大きい。しかし，学科聞
の相対的な比較では，経営情報学科で積極的に評価する項目のイメージのウエイトの大きいこ
とが，はっきりとみてとれる。
